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カリキュラム（案）
あぶくま機構

	講座名
	開催日
	内容
	

	第１回実践起業講座
	1月20日
	・オリエンテーション

・受講者の自己紹介
・あぶくま機構の支援内容の紹介など

・テキストの『田舎で起業！』（田中淳夫：平凡社新書）の読み方


	

	第2回実践起業講座
	1月21日
	・テキスト第1章第6節田舎起業に必要な五つのコツ（事業計画の立て方）

	

	第3回実践起業講座
	1月27日
	・事業計画の立て方（つづき）

	

	第4回実践起業講座
	1月28日
	・テキスト第2章第6節ネットワークが供する多品種少量産物（マーケティング計画の立て方）

	

	第5回実践起業講座
	2月3日
	・エゴマ製品の販売方法を皆で考える（マーケティング計画の立て方）（つづき）

	

	第6回実践起業講座
①ケーススタディ講座
	2月10日
	・会社の設立の仕方
・起業者・経営者に必要なこと

テキスト第4章第6節田舎はベンチャービジネスの宝庫
・ふくしま中央森林組合の計画的な造林の取り組み（吉田攻組合長に聞く）
	

	第7回実践起業講座
②ケーススタディ講座
	2月11日
	・資金計画の立て方
・高年齢者等共同就業機会創出助成金などの紹介

・葛尾じゅうねん企業組合の取り組み（松本順子理事長に聞く）


	

	第8回実践起業講座
③ケーススタディ講座
	2月17日
	・あぶくま振興株式会社（仮称）の事業計画を模擬立案
・起業者・経営者に必要なスキル
・I・U・Jターン者が行っている事業（未定）

	

	第9回実践起業講座
④ケーススタディ講座
	2月24日
	・あぶくま振興株式会社（仮称）の事業計画を模擬立案（つづき）
・地域の新しいサービス業（未定）

	

	第１0回実践起業講座
	3月3日
	・あぶくま振興株式会社（仮称）の事業計画を模擬立案（まとめ）

	


テキスト

『田舎で起業！』（田中淳夫：平凡社新書）
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目次

はじめに　　田舎はチャンスがいっぱい、だけど……

Ⅰ　田舎の仕事を考える

　一、田舎こそ起業しやすい

　二、田舎のお仕事－農業の大誤解

　三、田舎のお仕事－産直の大誤解

　四、田舎のお仕事－山仕事の大誤解

　五、田舎のお仕事－観光と芸術の大誤解

　六、田舎起業に必要な五つのコツ

Ⅱ　田舎で起業する！

　一、田舎に眠る資金を掘り起したリゾート　

　二、５Ｗ２Ｈで挑む高糖度トマトの起業

　三、粘り続けて積み上げた“つみきの家”

　四、廃材ボードに新用途見つけて注文殺到

　五、離島の新産物はインターネット販売で

　六、ネットワークが供する多品目少量産物

Ⅲ　田舎で儲ける！

　一、電子メーカーの発想で週休四日の農業

　二、赤字を一年で解消した素人農家の秘密

　三、農林畜産複合経営は楽して危険も分散

　四、伝統技術を発展させた炭焼きビジネス

　五、ミュージカルで地域動かすペンション

　六、ゆず商品にドラマ生み出した広告戦略

Ⅳ　田舎を元気にする！

　一、「田舎はかつて過密だった」論

　二、「田舎の没落」は誰が悪いのか？

　三、村おこしが失敗する本当のわけ

　四、平成の大合併は起業にプラスか

　五、ベンチャー迎える田舎側の論理

　六、田舎はベンチャービジネスの宝庫

おわりに　　田舎と都会が元気になるきっかけに

　コラム１　自己資金はいくら必要か

　コラム2　田舎の土地を手に入れる壁

　コラム３　農業技術はどこで身につける？

　コラム４　田舎で情報を得るには

　コラム５　都会の人脈が切り札となる

　コラム６　事業主体としてのＮＰＯ法人

　コラム７　マスコミに記事を書いてもらう技

　コラム８　田舎に事業のライバルはいるか

　コラム９　スローライフと起業は成立するか

　コラム10　田舎の悪口と、田舎の礼賛

　コラム11　田舎の定義と人づきあい

　コラム12　チェーソーアートで起業

